
2022年10月

⚫ストローを紙製※4に

⚫スプーン、フォーク、

ナイフ、マドラーを木製に

2023年12月

⚫サイドサラダ容器

を紙製に

2024年11月

⚫コールドドリンク用

カップをバイオマスPPに

⚫コールドドリンク用ふた

をリサイクルPETに

2024年12月

⚫マックフルーリーの

容器を紙製に

⚫マックフルーリー用

スプーンを木製に

 
 
 
報 道 関 係 各 位                                           2024 年 11 月 22 日  

日 本 マクドナルド株 式 会 社  

＜ バージンプラスチック※1 削 減 の新 たな取 り組 み＞  

「マックフルーリー®の容器＆スプーン」、 

「コールドドリンク用プラスチックカップ＆ふた」を 

サステナブルな素材に変更し、全国で順次提供開始します 
 

日本マクドナルド株式会社(本社：東京都新宿区、代表取締役社長兼 CEO：トーマス・コウ)は、現在「マックフルーリー」の

容器として、バージンプラスチックのふたとスプーンを使用しておりますが、容器とふたが一体となった紙製の新容器と木製スプーンを

12 月上旬より順次提供いたします。また、マックフィズⓇやマックフロートⓇなどに使用されているコールドドリンク用プラスチックカップ

およびふたは、素材を、バージンプラスチックから、バイオマス PP※2およびリサイクル PET※3に 11 月下旬より順次変更いたします。 

 

マクドナルドでは「2025 年末までに、お客様提供用の容器包装類を、再生可能な素材、リサイクル素材または認証された素

材に変更」というコミットメントを掲げており、今回のパッケージ変更は、地球環境に配慮したサステナブルな社会を目指した取り組み

の一環となります。 

このたび提供するマックフルーリーの新容器は、容器とふたが一体となったことで、

プラスチックを使用しない紙製の新容器を実現しています。一方、新コールドドリンク

用カップおよびふたは、見た目や飲み心地に変更がないバイオマス PP およびリサイク

ル PET 素材を採用しており、今までと同じように商品をお楽しみいただけます。 

すでに、2022 年10 月より、ストロー、スプーン、フォーク、ナイフ、マドラーを、2023

年 12 月よりサイドサラダ容器を環境に配慮した素材に変更※4 しており、今後も更

なるサステナブル素材化を推進してまいります。 

＜今までの取り組み＞ 

 

 

 

 

 

 

 

マクドナルドは、変化する社会やお客様のニーズに柔軟に対応し、進化を続けます。そして、持続可能な社会の実現に向けて

取り組みながら、おいしさと笑顔を地域の皆さまにご提供してまいります。 

※1：化石資源由来の原料を新規に使用したプラスチック。 

※2：サトウキビ、トウモロコシといった植物などの再生可能な有機資源を原料としたプラスチックです。マスバランス方式を採用します。 
※3：主に使用済みのペットボトルを回収し、リサイクルにより再び原材料として再利用できるようにしたサステナブル素材です。 
※4：お子様用のストローやマックシェイク®用のストロー等、プラスチック製でご提供させていただくものもございます。 

 

＜お客様のお問い合わせ先＞  

マクドナルド公式ホームページ http://www.mcdonalds.co.jp/  

新容器 

※画像はイメージです 

http://www.mcdonalds.co.jp/

